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)0,(),0,0( aBA とすると、条件により、 )sin,cos(),2sin,2(cos  aQP とおける。 
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22)1(24)( 22  aataattf とおき、 11 ≦≦t における最大値を考えればよい。 
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求める )(tfPQ  の最大値は 
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)(xf の増減は右の通り。 

 

24)4(,8)0(  ff であるから、 50 ≦≦x の範囲で 

)(xfy  のグラフを描くと、右図の通り。 
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